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令和４年度 事業報告 

 

令和４年度は、新型コロナウイルス感染症対策として、本会事業の規模の縮小や

事業の在り方、実施方法等の検討を繰り返し、可能な限り新型コロナウイルス感染

症流行以前のサービス提供に近づけるよう努めました。 

長引く新型コロナウイルスの影響で、人とのつながりの喪失や閉じこもりがちに

よる筋力の低下、認知症の発症や悪化など、自粛生活によってもたらされた人々の

価値観の変化やコミュニケーション不足による影響はより大きなものとなっていま

す。このような中、「つながりの維持」を目指し、介護者のつどいやボランティア

センター事業など、感染防止策を徹底させた上で参集型の事業を取り入れてきまし

た。 

また、４年ぶりに社会福祉大会をきらりホールにて開催し、日々福祉活動に貢献

されている皆さまに敬意と感謝の意を表しました。記念講演では、日本エンディン

グサポート協会の佐々木理事長より、「人生のしまい方～やさしい終活～」のご講

演をいただき、２４４名の方に足を運んでいただきました。 

生活困窮者への支援としては、千葉県社会福祉協議会からの受託事業で、新型コ

ロナウイルス感染症を原因とする減収や失業等への支援である、生活福祉資金（通

称「コロナ特例貸付」）の申請及び相談も継続して取り組みました。また、令和５

年 1月からは本制度の償還が開始したため、償還に関する相談も対応してきまし

た。 

さらに、成年後見・遺言個別相談会では、司法書士による出張相談として、市内

の公民館等計７か所で計８回開催し、２６件の相談に応じることができました。 

 なお、令和４年度に実施した事業の詳細につきましては、下記のとおりです。 

 

  １ 法人運営 

 （１）会務運営 

   ◎理事会 

第１回 令和４年５月３１日（火） 

・補正予算（第２回）について 

・令和３年度事業報告について 

・令和３年度決算について 

・評議員候補者の推薦について 

・令和４年度定時評議員会開催について  
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第２回 令和４年１２月２３日（金） 

 ・社会福祉大会について 

 ・職員給与規程の一部改正について 

 

第３回 令和５年３月１５日（水） 

 ・役員賠償等責任保険の加入について 

 ・令和５年度事業計画案について 

 ・令和５年度予算案について 

 ・令和４年度第２回評議員会開催について 

 

 ◎評議員会 

第１回 令和４年６月２２日（水） 定時評議員会  

・補正予算（第２回）について 

・令和３年度事業報告について  

・令和３年度決算について  

 

第２回 令和５年３月２７日（月）  

・令和５年度事業計画案について 

  ・令和５年度予算案について 

 

   ◎内部監査 令和４年５月２０日（金） 

・令和３年度事業報告 

・令和３年度会計決算 

 

  ◎外部監査（鎌ケ谷市） 

①令和４年度社会福祉法人指導監査 令和４年１０月２４日（月） 

 ・社会福祉法人指導監査 

 ・会計管理に関する指導監査 

②財政援助団体等監査 令和４年１２月２２日（木） 

 ・補助金に係る出納その他の事務の執行状況（令和３年度会計） 

 

 

 



3  

  

 （２）社協会費の納入状況 

   ①一般会費        ８,３１１,０８０円（３７自治会及び個人１名） 

  ②法人会費          ５４９,０００円（７６件） 

③施設・団体会費     ２８３,５００円（４６件） 

         合  計      ９,１４３,５８０円 

   ○自治会へ福祉事業費として、２,０５３,０００円を支出し、地域活動の推進に

寄与した。 

 

 （３）啓発事業 

  ・第２３回鎌ケ谷市社会福祉大会を開催した。（参加者２４４名）＜重点目標＞ 

・ホームページによる啓発として、ボランティアセンターや市社協及び地区社協

の事業実施状況等、タイムリーな情報発信に努めた。 

・広報紙「鎌ケ谷社協だより」を年３回発行し、内１回は紙面数を増やすなど、

社協事業の啓発に努めた。また、発行内容に応じ、自治会による全戸配布や新

聞折り込み、市内８か所の駅への設置を行う等、効果的な情報提供に努めた。 

 

（４）市民・学校・福祉団体等への支援 

・市内で火災が発生し、７件の見舞金計５０,０００円を交付した。 

・民生委員児童委員協議会事務局として、会務の運営、専門部会活動への協力及

び関係機関との連絡調整に努めた。また、千葉県民生委員児童委員協議会が主

催する研修会等への参加を図るなど、民生委員児童委員の資質の向上に寄与し

た。 

・遺族会の会務運営に協力した。 

・民生委員児童委員協議会、老人クラブ連合会等、福祉関係団体に助成し、その

活動を支援した。（計４８６,０００円） 

・市内全小学校及び中学校（計１４校）に福祉活動助成金として助成し、福祉教

育（校内環境美化、福祉募金活動等）の支援に努めた。（一校当たり５０,００

０円） 

   ・障害者週間に合わせて、アクロスモール、中央公民館、ショッピングプラザ鎌

ヶ谷、市役所市民ホールに、市内１１か所の就労継続支援 B型事業所のパネル

計１３枚を展示し、各事業所の活動の啓発に寄与した。 

   ・市内中学校の制服リユース事業を実施した。（提供者９４名３０５点、利用者

２０１名３３５点） 
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 ２ 地域福祉事業 

（１）地区社会福祉協議会事業の活性化 

  地域福祉活動の中核的組織として、地域により近い６地区社協が窓口とな

り、「福祉サービス案内」＜重点目標＞の充実が図れるよう地区担当職員を配

置するとともに、地域福祉事業に必要な知識の習得を図った。 

 

   ◎各地区の情報共有のための連絡会議及び事務局会議等の開催 

    ①地区社協連絡会議（年３回実施） 

    ②地区社協連絡会研修会（９月１４日実施）「各地区社協活動について情報

交換」 

    ③地区社協事務局会議（年７回実施） 

 

   ◎その他資質向上のための研修会実施 

    ①災害ボランティアセンター立ち上げ訓練（１０月２９日実施 参集型兼オ

ンライン講義） 

     講義 「災害ボランティアセンターについて」 

     講師 平野 智士 氏（千葉県社会福祉協議会 千葉県ボランティア・市

民活動センター） 

    ②千葉県ＣＳＷ育成研修地域福祉の担い手養成講座（１０月１４日実施 オ

ンライン講義） 

     講義 「①地域の良いところ・困りごと ②私たちにできること ③社会

資源の活用・創造」 

     講師 坪井 真 氏（作新学院大学女子短期大学部幼児教育科教授） 

   ◎市社協との共催事業 成年後見・遺言個別相談会 

   将来に備え、成年後見制度の利用及び遺言や相続等について司法書士の協力

を得て、市社協との共催にて相談会を開催した。（市内７か所・計２６件） 

 

  ＜参考＞ 

 ○中央地区社会福祉協議会 

  事 業 名  内    容 

広

報

啓 

発  

地区社協広報紙 

 

福祉健康フェア  
 

 

・「まごころ」（約５，８００部）を年２回発行 

 

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止 
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ふ

れ

あ

い

交 

流  

茶話会 ・７０歳以上の方を対象とした交流会 

ラジオ体操、保健指導・きらり鎌ケ谷体操、バッ

ゴーゲーム、ダーツゲームなどのゲーム、認知症

の話、「詐欺被害にあわないために」の講演、

歌、手品、手話ダンス、三味線演奏などを鑑賞し

て交流会を行った。 

（年６回延べ２３４名参加） 

在

宅

福 

祉 

在

宅

福 

祉  

介護予防教室  

 

 

 

お年寄りとの交流会 

 

・地域の方を対象に行う健康長寿体操教室 

 インストラクター指導のもと、ストレッチ体操を

行った。 

          (年３回延べ１０６名参加） 

・ひとり暮らしの高齢者を対象に、４つの地域で各 

援護グループに依頼し交流会を行う。 

（各グループ年２回の内、４回実施延べ１４９名

参加） 

一部の交流会が、新型コロナウイルス感染症対策

のため中止 
 

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

育 

成  

ボランティア研修会 

 

 

 

中央地区 

ふれあいのつどい 

 

 

 

ボランティアバス研修 

 

 

鎌ケ谷中学校 JRC委員

会と地域の方との交流

会 

・運営委員やボランティアに興味のある方たちを 

対象とした研修会 

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止 

 

・地区ふれあい員の研修会（自連協との共催） 

「防災講座」を鎌ケ谷災害ボランティアネットワ

ークの方たちに依頼して行った。 

（６３名参加） 

 

・運営委員や地域のボランティア対象のバス研修 

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止 

 

・鎌中 JRC委員会の生徒と地域の方たちが講習や 

体験などで交流を図る。 

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止 
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実

行

委

員

会  

ふれあいサロン  ・地域の高齢者や小さな子ども連れの親子など、

「誰でも気軽につどえる場所」を目指しサロンを

第４木曜日に開催した。  

 小物づくりや折り紙、脳トレプリント・ぬり絵、 

 川柳づくりを行った。 

（年９回延べ２３８名参加） 

◎見守りパトロール（通年、４委員会で月毎に実施した。）              

 ◎鎌ケ谷中学校の行事招待状配布は、新型コロナウイルス感染症対策のため中止

（高齢者との交流を目的） 

 

 ○中央東地区社会福祉協議会 

  事 業 名  内    容  

広

報

啓 

発  

地区社協広報紙 

福祉健康フェア  

 

ホームページ  

・「おもいやり」（５,０００部）を年２回発行 

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止 

 

・ホームページに掲載し、地区社協事業等の啓発に

努めた。  

ふ

れ

あ

い

交 

流  

ひょうたん祭り  

 

 

地区ふれあい祭り 

 

 

バス研修    

 

 

防災備品点検 

発電機点検 

※新型コロナウイルス感染症対策のため公民館決定

により中止 

 

・地域の方とのふれあいの場（クリスマス会）  

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止 

 

・運営委員・地域ボランティアの研修 

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止 

 

・防災備品の確認を行った。（２８名参加） 

・委員会等で動作確認を２回実施した。 

（各１０名参加） 

在

宅

福 

祉  

介護予防教室  

 

 

 

・地域の方を対象に、ウォーキング講習会・健康体

操・歯科・栄養・体力測定に講義を開催した。 

    （年６回延べ１３０名参加） 
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ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

育 

成 

 

 

 

 

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

育 

成 

ボランティア支援活動  

  

 

 

青少年福祉活動① 

 

 

青少年福祉活動② 

 

 

 

 

 

五本松小ふれあい会 

・地域の特別養護老人ホームにおいて、定期的にボ

ランティア活動「シーツ交換」 

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止 

 

・手すきはがき作り教室 

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止 

 

・五中福祉委員が、ひとり暮らし高齢者への年賀状

を出す事業を実施した。 

・初小・五小の生徒が公民館でのひとり暮らし高齢

者への年賀状を出す事業を実施した。 

            （延べ３７名参加） 

 

・２年生と高齢者との交流会（昔あそび） 

              （２２名参加） 

・１年生と高齢者との交流会（昔あそび） 

               （１３名参加） 

部

会 

活 

動 

サロン事業（翔友会） ・地域の方が参加出来る交流の場 

（年８回延べ１３８名参加） 

 

※４月・７月・９月は新型コロナウイルス感染症対

策のため中止 

そ

の 

他 

 

運営委員研修会 

 

 

 

 

脳トレプリント 

・運営委員、地区ふれあい員、民生委員児童委員、

援護グループ、各自治会長を対象に「楽しく充実

した老後を過ごすために」研修会を実施した。（５

８名参加） 

 

・脳トレプリントを地区社協掲示板・ラック・体操

教室・東武鎌ケ谷自治会館で配布 
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 ○東部地区社会福祉協議会 

※令和３年１２月１日～令和４年７月３１日まで東部学習センター改修工事のため休館 

  事 業 名  内    容  

広 

報

啓 

発  

地区社協広報紙 

 

 

 

・「ふれあい第６０号」（８,２００部）を配布 

・「ふれあい第６１号」（８,３００部）を配布 

・子どもの見守り啓発チラシを年３回発行 

地

域

交 

流 

東部ふれあいまつり 

 

ふれあい福祉まつり 

 

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止。 

 

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止。 

 

地

域

交 

流  

移動児童館 

 

東部リフレッシュ 

 

 

 

交流バスハイキング 

・道野辺小、東部小の児童を対象（年３回） 

 

・未就園児の子育て中の母を対象の子育て支援事業 

 東部地区リフレッシュ事業 

 「ファーストコンサート」（１８組参加） 

 

・閉じこもりがちな高齢者を対象 

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止。 

健

康

福 

祉  

ミニリハビリ 

 「ほのぼの会」 

 

ふれあいサロン 

「すみれ」 

・障がいのある方や高齢者を対象 

（年５回延べ２１１名参加） 

 

・誰でも気軽に立ち寄れる交流の場 

（年７回延べ２５５名参加） 

育

成

研 

修 

 

 

 

地区ふれあい員研修 

 

 

福祉講座 

 

 

・地区ふれあい員へ地域見守りのための資料を配布

した。 

 

・運営員研修会「ローカルダイアログ」 

（４１名参加） 
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育

成

研 

修 

青少年育成 ・東部小、道野辺小学校児童を対象 

｢手作りおもちゃで遊ぼう｣ 

 冬のちょっとしたお楽しみ 輪なげ・魚つり大会 

               （８４名参加） 

そ

の 

他 

東部地区懇談会 

 

 

 

・東部地区学校関係者、幼稚園、保育園、健康増進

課、民生委員児童委員主任児童委員、各自治会

長、地区社協役員等対象 

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止。 

 

 ○西部地区社会福祉協議会 

  事 業 名  内    容  

広 

報

啓 

発  

地区社協広報紙 

 

 

福祉健康フェア 

・「あけぼの59号」（３,３００部）を発行。 

・「あけぼの60号」（３,３００部）を発行。 

 

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止 

 

地

域

交 

流  

炊き出し訓練 

昔遊びの会 

 

サロン「梨の花」 

 

 

 

 

子育て支援事業 

LINE教室 

 

 

脳トレプリント 

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止 

        〃 

 

・自治会館を利用してサロンを開催した。 

くぬぎ山自治会館 （年６回延べ９６名参加） 

北初富第5自治会館 （年２回延べ２０名参加） 

木刈橋公民館   （年２回延べ３７名参加） 

       

・リフレッシュ体操を開催した。  （７名参加） 

・公式アカウントの作成に伴い、LINEの使い方講

座を開催した。   (年６回延べ３３名参加） 

 

・くぬぎ山コミュニティセンター玄関脇と北初富

（山﨑理容室）に脳トレプリント（５種類）を

設置した。（２週間に一度プリントを入替え） 
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在

宅

福

祉 

オレンジ交友会 

(認知症予防の会) 

 

 

高齢者支援教室 

 

・申し込み制とし参加人数を制限しながら、脳ト

レ、ゲームなどを実施した。 

(年６回延べ８８名参加) 

 

・栄養士による栄養指導、歯科衛生士による口腔 

 ケア指導を実施した。 

・「お家で受けられる医療について」講演を開催

した。        (年２回延べ５２名参加） 

 

在

宅

福

祉 

ラジオ体操 

 

 

 

在宅介護者のつどい 

 

・くぬぎ山公園を利用し、毎月第4金曜にラジオ

体操を実施した。 

（全１１回延べ２５５名参加） 

 

・介護をしている方の悩みごとの話し合い。 

・アロマでリフレッシュを開催した。 

(年２回延べ３６名参加） 

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

育 

成  

体操講習会 

 

 

バス研修 

 

講演会 

 

 

わかば 

(健康作りの会) 

・中島一郎先生による体操講習会を実施した。 

（年３回延べ５８名参加） 

 

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止 

    

・西部小学校・ＰＴＡと共催で「命の授業」を開

催した。(１９３名参加） 

 

・会員を対象として、浅沼美那子先生による体操

教室を開催した。(年４回延べ８７名参加） 

 

そ

の 

他  

地域交流会 ※新型コロナウイルス感染症対策のため中止 
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 ○南部地区社会福祉協議会 
 

事 業 名  内    容  

広

報

啓

発 

なんぶだより５７号発

行 

・６,０００部制作。自治会に依頼して各戸配布。 

在

宅

福

祉  

介護予防教室 

 

 

 

 

体操教室 

 

 

 

 

ウォーキング 

 

 

 

高齢者バスハイキング 

 

 

 

子育て支援 

「親子セミナー」 

 

 

 

 

 

 

・介護予防を目的として、年１回実施。 

               （２２名参加） 

※年２回の実施を計画し、新型コロナウイルス染

症対策のため中止。 

 

・運動機会の確保として、年３回実施。 

            （延べ１２９名参加） 

※年４回の実施を計画し、うち１回は新型コロナ

ウイルス感染症対策のため中止。 

 

・５月と１１月の２回実施。南部地域の中沢方面

と貝柄山公園のコースを散策。 

（延べ４９名参加） 

 

・一人暮らしの高齢者が対象のバスハイキングを

計画していたが、新型コロナウイルス感染症対

策のため中止。 

 

・未就学児の親子を対象とした事業。 

「レゴを使ったコミュニティー術」「親子リト

ミック」「わらべうた」等の内容で３回実施。 

南部公民館、南児童センター、地区社協との３

者共催事業。 

（延べ２０組の参加） 
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秋のおたのしみ会 ・地域住民を対象とて、移動交番による紙芝居や

マンドリンの演奏会を実施。 (６３名参加） 

事 

業 

 

 

 

 

 

 

 

（（災害時支援部会） 

防災倉庫点検 

 

（地域交流部会） 

南部ふれあいの集い 

 

 

 

 

道野辺保育園交流 

 

 

南児童センター交流 

 

 

南部芸能交流大会 

 

 

南部いきいきサロン 

 

 

 

脳トレプリント配布 

 

 

公民館まつりに参加 

 

グランド・ゴルフ大会  

・６月に防災備品の使用確認等を実施。 

(１９名参加) 

 

・地区ふれあい員、民生委員、孫の手ボランティ 

ア援護グループ、老人会、談話室推進委員、南 

部地区社協の運営委員を対象とした事業。講師 

に精神科医を招き「高齢者うつのメカニズム」 

について学んだ。      （６８名参加） 

 

・手作りのクリスマスカードとお手玉を園児に贈 

った。            （９名参加） 

 

・「ありんこ春まつり」への協力依頼がなかった

ため実績なし。 

 

・老人会を対象とした交流会を予定していたが、

新型コロナウイルス感染症対策のため中止。 

 

・手作り品をつくりながら交流できる場として４

回実施。       （延べ１０５名参加） 

※年５回の開催を計画し、うち１回は新型コロ

ナウイルス感染症対策のため中止。 

 

・脳トレプリントを設置し配布を行った。個人以

外にも、談話室等の活動で活用された。 

 

※新型コロナウイルス感染症対策のため公民館が

中止を決定。 

 

・第四中学校の校庭で開催。グラウンドゴルフを

とおして交流を図った。(６８名参加)  
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(なんぶ孫の手会部会） 

 

孫の手バス研修 

 

 

 

 

 

 

 

 

こども発達センター 

「のびのびルーム」交

流 

・地域ボランティア活動。(ゴミ出し：２２６回) 

 

・バスを利用して、孫の手ボランティアと運営委

員の研修を計画していたが、新型コロナウイル

ス感染症対策のためバスでの研修は行わず、千

葉地方法務局による「エンディングノートと遺

言書の書き方」についての研修会を行った。 

(２９名参加) 

 

 

※運動会、懇談会、クリスマス会、卒園式等に出 

席していたが、新型コロナウイルス感染症対策

のため、全て中止となった。 

 

 ○北部地区社会福祉協議会 

 事 業 名  内    容 

広 

報  

地区社協広報紙  

  

・行事報告と情報提供 

・No.５９、No.６０ 各３,０００部発行 

ふ

れ

あ

い

交 

流  

サロン事業 

（サロンほ・く・ぶ） 

 

 

 

おせんべい焼き 

  

 

・北部地域住民を対象に閉じこもり防止、異世代交 

流等で気軽に立ち寄れる憩いの場の提供。 

  工作や折り紙など、１０回開催した。 

              （延べ６６名参加） 

 

・粟野コミュニティセンターにて、地域の子ども

達、父母、ふれあい交流委員との交流等 

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止 

 

在

宅

福 

祉  

介護予防教室 

 

 

 

友愛訪問 

・介護予防教室を３回開催。軽体操・大正琴演奏・

ハーモニカ演奏など実施した。 

（延べ７９名参加） 

 

・ひとり暮らしの高齢者と高齢者世帯に、委員が安

否確認の手紙を作成し、タオルと啓発グッズをポ

スティングした。        （４８５世帯） 
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健

康

推

進 

健康体操  

   

 

 

ピラティス 

・地域の方を対象に、健康づくりを目的とし、健康

運動指導士による軽体操１０回開催した。 

              （延べ１８０名参加） 

 

・地域の方を対象に、リフレッシュを目的とし、 

 ピラティスを２回開催した。（延べ３０名参加） 

 

そ

の

他  

福祉健康フェア  

 

 

北部ふれあいまつり 

 

・地区社協の広報紙掲示 

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止 

 

・地域住民との交流と情報交換         

※新型コロナウイルス感染症対策のため中止 

 

(２)生活支援体制整備事業＜重点目標＞ 

〇第１層協議体活動 

 書面会議に出席（協議期間 ９月５日～９月２２日） 

〇第２層協議体活動 

地域包括ケアシステムの一部である生活支援体制整備事業（生活支援コーデ

ィネーター設置業務委託事業＜実施主体：鎌ケ谷市＞）への取組として、６コ

ミュニティエリアに配置した生活支援コーディネーターを中心に、それぞれれ

の協議体では地域の実情に合わせた話し合いと実践を重ねた。 

協議体名称 

会議 

開催

数 

取組数 実施内容 

中央地区第

２層協議体 
８回 １回 

「地域のつながりの強化」、「高齢者の虚弱化

への対応」に貢献するために、２月２１日に第

１回目の「リアル野球盤ゲーム」を開催し、２

２名の参加があった。 

中央東地区

第２層協議

体 

７回 1回 

１０月２７日第１回健康チェックデーを開催。

東武鎌ケ谷自治会を中心に、初富保健病院の協

力のもと、骨密度や握力、足指力など合計８項目の

健康チェックを実施した（参加者６４名）。また、保健

師や地域包括支援センターの職員による相談会も同

時に開催し、２４名の相談に対応することができた。 
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東部おたが

いさまの会 
６回 ４回 

東部地区協議体を「東部おたがいさまの会」、小規

模談話室を「クローバー」と名付け活動を開始。クロ

ーバー運営の具体的な検討のもと、試験的な開催を

鎌ケ谷コミュニティセンターで行い、その後本格的に

東部学習センターで開催した。今後も課題等を抽出

しつつ、地区内に複数のクローバー設置を目指す。

（第１回～第４回まで４５名参加） 

西部地区第

２層協議体 
７回 

 「声かけ隊」は行き会う人に声をかけ、地域

の見守りや安否確認の活動を延べ７５回実施し

た。令和５年に入り、新たに「声かけ隊」を結

成し、活動を開始した自治会があり、地域に浸

透しはじめた。 

昨年度より、休憩の出来るベンチの設置要望

に応え、くぬぎ山地区に２カ所、北初富地区に

１カ所ベンチを設置した。 

また、「声かけ隊」の活動内容、「声かけベン

チ」の設置について自治会を通してチラシの配

布等を行い、啓発に努めた。 

南部ささえ

あい協議体 
５回 ２回 

 南部公民館に来ることのできない方にも参加

の場を作るため、出張講座を開催。また、ちょ

っとした生活課題に対応する仕組みである南部

地区社協の「孫の手会」の拡充のため議論を重

ねた。 

５月２４日、北中沢コミュニティセンターに

て「楽しい漢字のお話」を開催（１９名参加） 

 １１月２日、南部公民館「肖像写真撮影

会」を開催（６名参加） 

たすけあい

活動あさか

（北部） 

５回 ３回 

７月１５日には寸劇を観ながら楽しく認知症

を学ぶ「明るく楽しく学びませんか」寸劇とお

しゃべり（３６名参加）、１１月１０日には AED

心肺蘇生法を学ぶ「命をまもる」救命講習（２

７名参加）、３月１３日には詐欺被害防止のため

の「コントでげき隊」すん劇とおしゃべり（３

６名参加）を開催した。各回とも参加者同士の

交流の時間としてお話し会を設けた。 
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  〇全体研修として、１月１８日に新鎌ケ谷 Fタワーにて「６地区協議体における

生活支援体制整備事業の事例発表」を開催した。 

講師：菱沼 幹男 氏（日本社会事業大学 准教授） 

 

３ ボランティアセンター事業  

市内のボランティア活動の拠点として、ボランティアにかかわる相談、連絡、調

整、育成のための各種講座、市民を対象にしたボランティア体験、福祉をテーマと

した講座等、新型コロナウイルス感染症対策を徹底し、可能な限り参集形式で実施

した。 

また、災害ボランティアセンター立ち上げ訓練については、感染拡大防止の観点

から、対象者を限定し講義形式による訓練 (１０月２９日：参集３３名、オンライ

ン６名、合計３９名参加)を実施した。 

 

  ①相談・活動状況  

相談件数  ２，９６２件  

斡旋件数  ３７１件  

   

②登録状況 

ボランティア団体（３３団体） ９３１名 
全社協ボランティア保

険加入者（２名） 

個人ボランティア １５９名  

合  計 １，０９０名 

 

  ③事業の内容等 

事 業 名  開 催 日 等 参加者 

ボランティア入門講座  １月２５日 

ボランティア団体紹介・体験 
４名 

市民ボランティア体験 

 

４月１日～６月３０日（千羽鶴つ

なげるボランティア） 
１９５名 

７月７日～７月２２日 

市民ボランティア体験(前期) 
１４名 

２月１日～２月２６日 

市民ボランティア体験(前期) 
１１名 

１２月２２日～３月３１日 

自宅で編み物ボランティア 
７６名 
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夏休み福祉体験(６コース)  ７月２８日～８月１９日 

５団体で体験活動実施 
２９名 

災害ボランティア養成講座  ①９月３０日・②１０月６日 ス

マホを活かしてイカしたシニアに 

①１２名 

② ９名 

 

④福祉講座等協力 

事 業 名（依頼先等） 開催日 参加者 

防災についての話と実技 

（中央地区社協） 
７月９日 ５６名 

ボッチャ体験講座 

(身体障がい者福祉センター) 

①１１月１５日 

②１１月２９日 

③１１月３０日 

８４名 

福祉体験（西部小学校 5年） １１月２５日 ７８名 

   

⑤講師派遣等 

事 業 名（依頼先等） 開催日 参加者 

子育てサポーター養成講座 

（こども支援課） 
５月２４日 １０名 

かまがや健幸サポーター講座 

（高齢者支援課） 

①  ９月２２日 

②１２月１５日 

①１０名 

② ５名 

認知症サポーターレベルアップ講座 

（高齢者支援課） 
９月２６日 １８名 

新規保健推進員研修会 

（健康増進課） 
１月２３日 ８名 

    

⑥他機関との情報交換 

事 業 名（参加者等） 開催日 参加者 

東葛地区ボランティアコーディネー

ター交流会（近隣９市） 
１１月１８日 ２１名 

 

⑦福祉用具等の貸出 

備品名 貸出件数 貸出先 

車いす ２５ 
福祉施設・個人・小学校・医療機関・

図書館 
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高齢者疑似体験セット ９ 企業・福祉施設・小中学校 

ボッチャゲームセット ２６ 小学校・福祉施設・団体・地域・企業 

綿アメ機 1 福祉施設 

 

 

４ 在宅福祉サービス事業 

 （１）ふれあいサービス 

高齢者や障がいのある方、子育て世帯（産前産後）の方、家事にお困りの方

が「利用会員」となり、地域の中から参加した「協力会員」が家事支援・介助な

どのサービスを有料で提供する会員制の相互扶助（たすけあい活動）の福祉サー

ビスを実施した。昨年に引き続き感染症対策に配慮しながら、会員相互の安心・

安全対策を講じ、可能な範囲で会員の自立に向けた支援を推進した。 

 

  ○活動状況  

協力会員 
登録者人数 ２１名  

活動人数 １８名  

利用会員 

登録者人数 ３３名  

・安心登録人数 ９名 

・休止・中止人数 ４名 

・利用人数 ２０名  

延べ活動利用回数 ２３６回  

延べ活動利用時間数 ２５３時間  

 

  ○協力会員の研修会 

内  容 開催日  

協力会員登録更新・新規会員登録説明会 ２部制（午

前・午後）「事業概要説明」「コロナ禍での活動につい

て」 

４月７日 

「アロマオイルセルフケアトリートメント」「心と身

体を癒すアロマテラピー・介護ケアと認知症予防」

「協力会員活動実例・質疑応答」 

６月２０日 

調理に関する研修会「食中毒などの食品衛生上の注

意」「手洗いチェック」「栄養バランスチェックシー
７月１３日 



19  

  

ト」レシピ解説「バランスの良い食事、夏に食べやす

い食事」 

講義「近年の子育て事情と産後うつについて」 

「抱っこ紐・沐浴・離乳食の体験」 
１０月５日 

講義「産後回復期の栄養摂取について」レシピ解説

「食材使い切りメニュー」グループワーク「栄養バラ

ンスチェックシート」「食材使い切り（キャベツ）」 

１１月８日 

講義「高齢者の孤立とうつ～高齢者の心と身体の健康

を守ろう～」脳トレ「脳健体操」 
２月６日 

                                       延べ６７名参加 

 

 （２）在宅介護者のつどい 

在宅で身体の障がいや認知症等により、要介護状態にある家族等を介護して

いる方を対象に、日頃の介護疲れを癒すことを目的に、介護者同士の情報交換

の場や高齢者支援課の協力により健康チェックを行った。昨年に引き続き感染

症対策に配慮しながら開催した。開催中止の際は、「地区社協事業・心の相談

事業案内」や「熱中症対策」等の情報提供を行った。 

  〇事業の内容等 

内  容 開催日  

体操「チェアヨガ」「介護体験等意見交換」 ４月２０日 

手工芸「折り紙で作る花飾り」「介護体験等意見交

換」 
５月１９日 

レクリエーション「ボッチャ体験」「介護体験等意見

交換」 
６月２４日 

手工芸「貝がらでつくるインテリア小物」「介護のこ

とから近況報告までおしゃべりしましょう 
７月１９日 

「地区社協事業・心の相談事業案内」「熱中症対策」

のチラシ等送付（※新型コロナウイルス感染症対策の

ため参集型の事業は中止し、資料の送付を行う） 

８月 

レクリエーション「バッゴー」「日頃の思いを気軽に

話そう」  
９月１２日 

手工芸「折り紙で作るお人形」「みんなで介護のこと

を話そう」 
１０月２６日 

健康講話「お口のケアで健康づくり～食事美味しくス

マイルアップ～」 
１１月２１日 
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クリスマスミニコンサート「ウクレレ演奏とお話」 １２月１６日 

新年交流会「昔遊び・ビンゴゲーム～笑う門には福来

る。楽しく新年をスタートしよう」 
１月１７日 

体操「健幸体操と脳トレ～いつまでも元気な体でいよ

う～」「介護体験等意見交換」 
２月１６日 

健康講話「フレイル予防について～筋力を落とさない

食事・レシピ～」 
３月９日 

                                       延べ４９名参加 

  ○地区別「在宅介護者のつどい」について 

・７月２９日に西部地区社協にて開催。参加者７名の近況報告等の情報交換を行 

った。 

・１０月２８日に西部地区にて第２回を開催。参加者は１２名。講師説明を受け 

ながらアロマトリートメント作りとオールインワンジェル作りを行った。 

 

５ 相談事業＜重点事業＞ 

※新型コロナウイルス感染症対策のため、令和２年度より電話相談のみ対応。 

（１）心配ごと相談（毎週水曜日 １０：００～１４：００） 

開催日数は４８日であり、民生委員児童委員１０名、学識経験者４名で相

談にあたった。また、令和２年度より感染症対策のため相談員２名体制か

ら１名体制に減員して対応した。 

 

（２）心の相談（毎週月曜日、金曜日 １０：００～１４：００） 

開催日数は９６日であり、相談員３名で相談にあたった。 

○相談内容・延べ件数 

 相談内容 
心配ごと相談 心の相談 

来談 電話 来談 電話 

1 生計問題 ０ ２ ０ ０ 

2 年金問題 ０ １ ０ ０ 

3 職業・産業問題 ０ ４ ０ ０ 

4 住宅問題 ０ ４ ０ ４ 

5 家族問題 ０ １４ ０ ９５ 

6 結婚問題 ０ ０ ０ ０ 

7 離婚問題 ０ ３ ０ ０ 

8 健康・衛生問題 ０ １ ０ ０ 
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9 医療問題 ０ ０ ０ ０ 

10 精神衛生問題 ０ １ ０ ０ 

11 人権・法律問題 ０ ０ ０ ０ 

12 財産問題 ０ ０ ０ １ 

13 事故問題 ０ ０ ０ ０ 

14 児童福祉・母子保健問題 ０ ０ ０ ０ 

15 教育・青少年問題 ０ １ ０ ０ 

16 心身障がい者（児）福祉問題 ０ ０ ０ ０ 

17 母子・父子福祉問題 ０ ０ ０ ０ 

18 老人福祉問題 ０ １ ０ ０ 

19 苦情問題 ０ １ ０ ０ 

20 その他 ０ ７ ０ １ 

  合計 ０ ４０ ０ １０１ 

  総合計 ４０ １０１ 

 

 ６ 資金貸付事業 

 ◎総貸付相談件数 １８６件（延べ件数１，１０６件） 

 （１）福祉資金（鎌ケ谷市社協独自の貸付） 

  ○低所得世帯で一時的に生活等が困難な世帯への貸付。 

・貸付決定額       ０円 

  ○年度末貸付額  １５０,７００円 

 

 （２）生活福祉資金等（受託事業〈実施主体：(福)千葉県社会福祉協議会〉） 

  ○低所得世帯、身体障害者世帯等の自立支援、生活の安定を図るための貸付。 

  ・貸付申請(決定)額 ７,５０１,８００円（２５件）（コロナ特例貸付を除く） 

資 金 種 類 貸付決定額 件 数 

福祉資金  福祉費(保護世帯必需品) ２２４，０００ ３ 

福祉資金  福祉費（葬祭費） ５００，０００ １ 

福祉資金 教育支援費（移管２件含む） ５，４７３，９００ ７ 

福祉資金 緊急小口資金 １，３０３，９００ １４ 
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  〇新型コロナウイルス感染症特例貸付（令和４年９月終了） 

（緊急小口資金、総合支援資金） 

  ・貸付申請(決定)額  １２，０００，０００円（４８件） 

資 金 種 類 貸付決定額 件 数 

緊急小口特例貸付資金 ７，０００，０００ ３５ 

総合支援特例貸付資金 ５，０００，０００ １３ 

 

  ○生活福祉資金等の貸付後の状況（コロナ特例貸付を除く） 

・年度末償還中件数１１８件 (総合５５、福祉資金（福祉費）１６、教育 

２７、緊急小口２５、生活復興支援資金１、離職者支援資金３） 

・免除申請承認件数２ 

・令和４年４月～令和５年３月 償還率は９.５５％ 

                   

 （３）償還を促す指導等 

  ○「償還残高のお知らせ」等の送付(年４回)〈借受人、連帯借受人、連帯保証

人、担当民生委員〉 

  ○督促状、請求書等の送付及び法的措置の依頼((福)千葉県社会福祉協議会及び

本会より) 

  ○延滞世帯への確認等(３０件) 

  

 ７ 地域福祉権利擁護事業（受託事業〈実施主体：(福)千葉県社会福祉協議会〉） 

 （１）日常生活自立支援事業 

福祉サービスの利用手続きや、日常生活における金銭管理等を行うことが難し

い状況にある高齢者や障がい者等の生活を安定させるための相談受付及び契約業

務を次のように取り扱った。また、地区社協や民生委員児童委員、介護事業所や

地域包括支援センター、福祉行政機関等に対して、事業の啓発活動を行った。 

  ①相談・訪問調査等 

区 分 新規相談受付人数  
契約者相談・訪問

調査延べ回数  

高齢者  １４ １２７ 

精神障がい者  ２ ７５ 

上記以外  １ ２９ 

合 計  １７ ２３１ 
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②利用契約件数 

区 分 件 数  

高齢者  ５ 

精神障がい者  ５ 

その他 １ 

合 計  １１ 

 ＊内､新規契約３件、解約３件 

  ③生活支援員状況 

区 分 人 数  

登録者人数 ５ 

活動人数 ５ 

合 計 １０ 

④生活支援員養成研修会（オンライン） 

    千葉県後見支援センター主催の研修会に生活支援員５名参加。 

    基調講演「日常生活自立支援事業における意思決定支援について」 

    実践発表「意思決定支援について」 

    情報交換 

⑤関係機関連絡会 

       市内関係機関連絡会を令和５年３月６日に総合福祉保健センターを会場に 

開催した。内容としては、保健福祉部及び基幹相談センターにおける権利擁

護に関する取組についての発表、意見交換を行った。 

 

（２）成年後見制度の啓発事業 

  ①成年後見制度・遺言相続個別相談会 

    将来に備え、成年後見制度の利用及び遺言相続について司法書士の協力を得

て、６地区社協との共催にて相談会を開催した。（市内７か所・２６件） 

期 日 会 場 相談件数 相談内容 

１１月４日 

くぬぎ山コミュニ

ティセンター保育

室 

２ 

①遺言について 

②成年後見について 

１１月１０日 
きらり鎌ケ谷中央

公民館 学習室４ 
４ 

①生前贈与、遺言について 

②相続について 
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１１月１６日 
北部公民館視聴覚

室 
１ 

①生前贈与、遺言について 

②成年後見について 

１１月１８日 
南部公民館学習室

２ 
３ 

①生前贈与、遺言について 

②成年後見について 

１１月２２日 
総合福祉保健セン

ター団体活動室 
４ 

①生前贈与、遺言について 

②成年後見について 

１１月２９日 
東部学習センター 

学習室２ 
４ 

①生前贈与、遺言について 

②成年後見について 

１１月３０日 
東初富公民館 

集会室 
４ 

①生前贈与、遺言について 

②成年後見について 

１２月１５日 
総合福祉保健セン

ター相談室 
  ４ 

①生前贈与、遺言について 

②成年後見について 

  

８ 善意銀行 

  ○寄付金総額 １,６１７,４０３円（３８件） 

  ①金銭の払出し                                    （円）  

払 出 先 金  額 備  考 

ボランティア・福祉団体等  １０３,２１４ 目的別寄付  

要援助者支援  ５０,０００ 災害見舞金 

その他 
５９５,８２１ 地区社協活動助成金、防災

訓練に関する PRグッズ配布 

合   計 ７４９,０３５   

   

○寄付物品（１件）   

②物品の払出し 

払 出 先 物 品 名 備考 

福祉施設等 タオル １００枚 

 

 ９ 受託事業（実施主体：鎌ケ谷市） 

 （１）福祉作業所友和園（指定管理者制度）＜重点目標＞ 

 法定事業所（就労継続支援Ｂ型と生活介護）の多機能型事業所として、心身

に障がいがあるため就職困難な方に対し、社会生活における適応性を高める指
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導を感染予防対策を講じながら行った。所員の定員は就労継続支援Ｂ型１６名

（定員２０名）、生活介護９名(定員１０名)であった。 

 生活指導の面では、社会自立、身辺自立に必要な基本的生活習慣が身に付く

ように、月例行事など様々な機会をとおして、具体的な指導を行った。 

 特に就労継続支援においては、知識、技能及び就労態度を養うための指導を

行い、作業指導の面では、コンタクトレンズ用品の袋入れ、タオル袋入れ、か

ぶの袋入れ、釣り具研磨作業等の簡易作業や地域新聞の配達、公園の清掃、花

壇の手入れ、梨の枝の片づけ、アルミ缶・ペットボトルキャップ回収の作業を

行った。 

 また、自主生産として、手芸品、紙すき製品などを作り販売した。その中

で、千葉日報社より「ＮＴＴ児童画コンクール参加賞」として紙すきのメモ帳

３,５３０冊の注文を受け製作にあたった。工賃収入として、２,５１２,２９

０円であった。 

 その他、作業所の円滑な運営を図るため、保護者会を２回、個別支援計画の

確認のため、個別面談を２回実施した。さらに、広報「ゆうわ」を４回発行し

施設内外の情報提供に努めた。 

 

 （２）地域福祉センター（指定管理者制度） 

 地域福祉活動の拠点となる、総合福祉保健センター内の地域福祉センター

（団体活動室〈年間利用３７３回〉、調理室等）の貸出し業務を行った。  

 ※大会議室については、昨年度より新型コロナワクチン接種会場として使用

されている。 

 

 １０ 共同募金運動 

 （１）赤い羽根募金（１０月～１２月実施）                  （円）  

区 分 募金団体等 募金額 

戸別募金  ４１自治会 ４,５３８,６２９ 

学校募金  市内小、中学校、高等学校  １８４,３９２ 

法人募金  商店、会社等２１２件  ７０９,００８ 

その他募金  職域、個人、団体等  １９９,３９５ 

合 計  ５,６３１,４２４ 

※ 赤い羽根募金は全額、千葉県共同募金会に送金し、翌年度の事業費として

約７０％の配分を受ける。  
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 （２）歳末たすけあい募金(１２月実施)  

  ○収入                                         （円）  

区 分 募金団体等 募金額 

戸別募金  ４０自治会  ２,８２９,６３４ 

その他募金  法人、個人、団体等     ２１６,０００ 

合 計    ３,０４５,６３４ 

   

 

 ○配分                                        （円）  

事業名 内容 金 額 

生活困窮者見舞金支

給事業 
要援護世帯へ見舞金支給 ９３６,０００ 

緊急的生活支援事業  

困窮世帯への食料等支援・

要援助者へ卓上カレンダー

配布 

３９７,６８０ 

福祉ニーズへの支援

事業 

社協啓発活動・こどもの学

習支援  
３９８,６５５ 

災害関連事業 
災害ボランティアセンター

用品等の整備 
５８,１０９ 

社会福祉施設助成金

事業 

高齢者・障害者・児童福祉

施設・小規模作業所へ助成 
７２０,０００ 

福祉関係団体助成金

事業 

当事者団体、こども食堂等

等へ助成 
１６０,０００ 

地域・在宅福祉事業 
障がい者福祉イベント・在

宅福祉活動等 
５２６,８８６ 

合 計   ３,１９７,３３０ 

（３）義援金の受付・送金 

・１名の方から計２０,０００円の義援金を預かり送金した。 

（４）災害見舞金の支給 

・７件の災害見舞金として計５０,０００円を支給した。 
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令和４年度 事業報告の附属明細書 

 

 令和４年度事業報告には、社会福祉法第４５条の２７第２項に規定する附属明細

書については、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行規則第３４条第３

項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」が存在しないの

で作成しない。 

 

 令和５年５月 

 

社会福祉法人 鎌ケ谷市社会福祉協議会 


